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  は じ め に

　本稿では，産学連携という観点から，これからの若手研
究者・技術者に求められるものは何か，将来の光産業はど
うあるべきか，について提言する．本稿の執筆にあたり，
若手研究者・技術者の皆様に将来ビジョンについてアン
ケートを実施し，今回の議論の参考にさせていただいた．
ここに記して感謝する．

1. これからの若手研究者・技術者に求められるもの
は何か

　21世紀は光の時代といわれてきたが，既存技術分野の技
術もある程度成熟し，世の中が物で溢れるようになってい
る現在，一時の勢いを失っているように感じられるかもし
れない．若手研究者・技術者に実施したアンケートから
も，若手が昔ほど明確な将来ビジョンを持てなくなってい
ると感じられた．しかし，新しい技術はブームが去った
後，実用研究が進むことで産業化するとされており（ハイ
プサイクル），現在の光技術は実用化開発の段階（回復期）
に入っていると考えることができる．一方，発展著しい量
子コンピューティングなど，新しい学問・技術分野におけ
る光学の役割も大きい．
　光学以外の技術に目を向けると，近年はディジタル技術
の進展もあり，技術革新のスピードが指数関数的に増して
いる．人工知能（AI）の発展で開発プロセスも大きく変化
しており，ある程度複雑な課題の解決も AIで解決できる
ようになってきている．さらに，異分野技術との融合が進
んだことで，より技術レベルが高度になっている．
　一方で，市場では「モノからコトへ」に代表されるよう
に，高性能な製品を提供するだけでは消費者に満足しても
らえなくなっている．このような市場環境で技術による新
しい産業創出を目指す場合，未来の世界を描き，求められ
る価値を具体化する創造性も必要となる．すなわち，現在

の専門である光学関連技術だけではなく，現在の専門外で
ある異分野の技術との融合領域に取り組み，新しいものを
生み出す必要がある．これからは，深い専門技術・知識を
有するだけのエキスパートではなく，経済，人文，芸術な
どにも興味を持ち，広い視野で，さまざまな分野との交流
ネットワークも構築できるジェネラリストが求められるよ
うになるだろう．

2. これからの産学連携のあり方
　欧米に対して後れを取っている日本の現状に鑑みれば，
今後は，官（国）や産（企業）が社会課題をとらえた将来
ビジョンを構築し，共創をけん引しながら，それを実現す
るための研究・開発が求められることになる．一方，最近
の大学は領域横断的な研究課題をカバーし新領域を創生す
る学融合が進んでいる．
　こうした背景から 30年後の学界・産業界を予想すると，
大学には旧来の分類（学部）はなくなり，理工系，情報
系，経済・経営系，人文系など多様な研究者・学生がテー
マごとに融合するクラスター化が進んでいくであろう．図 1

に産学連携の 30年後の未来像を示す．産業側は，巨大資本
に打ち勝つため，オープンイノベーション化が進み，技
術・情報・ネットワークなどのそれぞれの強みを持つ企業
が連携した企業群になっていく．学会も，現在は光学など
の専門技術分野ごとに分かれて活動しているが，学問別で
はなく，目的別，例えば社会課題別にそれを解決するため
の学会を作り，産学官が活動すると，より学問・技術分野
の融合が進み，産学連携がさらに強化されるであろう．そ
していずれは，現在のような大学と企業間にある明確な線
引きはなくなり，教員・学生・社会人が融合した共同体の
ような形態となる．その中から個々の強みを生かして，新
しい価値を創出していくことになるであろう．

注　記

　本稿の執筆にあたっては著者全員が同等に寄与してお
り，著者順は本稿への貢献度によるものではないことを申
し添える．
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図 1　2052年，ある産学連携委員会にて．




